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活 　 動 　 内 　 容 

■活動内容 

安全なプログラムの充実 

　ハンディーを持っている方の身体的特徴は千差万別です。従って一様な指導方法では、適切な指導方法と

は言えません。個々の能力を把握し、どの程度の介助をすべきかを結論付け、結果として初級のレベルを４

段階に区分けし、安全で楽しいダイビングが提供できるようにプログラミングされております。 

　勿論、経験を積むことによる能力の向上、又リハビリテーションの効果が出てくることで、介助する範囲

は少なくなり、それなりにランクをアップして、次の段階に進んでいくことになります。この区別は、どの

程度の介助をすべきかの指標のランク付けであり、上手か下手かの区別ではない事の認識をしてもらい、安

全なダイビングの提供に寄与していきます。  

 

■サポートダイバーの育成 

　レクリェーショナルダイビングに於いては、必ずバディという相棒と共に水中で行動することにより、安

全値を高め楽しいダイビングライフに務めるのですが、初級レベルにてランク付けされたダイバーも、各々

のダイバーに適した介助を受けながら行動することになります。そのためには訓練されたダイバーがバディ

ー（相棒）となり、安全で楽しいダイビングを提供します。又、バディー（相棒）は、サポートダイバーと

しての介助能力の程度に応じて区別され、その知識と技術を持つ者が、バディーとなります。このことは、

ハンディーを持っている方達のダイビングの機会を作るのに大変重要なことであり、サポートダイバーを積

極的に育成していきます。 

 

■指導員の育成 

 体の不自由な方、加年齢の為にハンディを持っている方は、それぞれに特徴を持っております。例えば、

体温調節の機能低下、下肢麻痺、痛覚の麻痺、全身の筋力低下、会話ができない等さまざまです。指導者は、

それぞれの特徴を把握し、残存能力を生かしつつ、二次的障害を防がなくてはなりません。 

　従って、指導員は、ダイビングの知識の他に、障害の原因、症状、予防、対処法、二次的障害の予防等の

知識と、リハビリテーションの効果的な運動法等の知識を併せ持つ必要があります。しかしながら、これら

の指導員は、日本では、皆目少ないのです。協会としては、指導員を積極的に育成していきます。 

 

■ハンディキャップ所持者指導員の育成 

 ダイビング指導は、健常者でなければならない理由は有りません。残存能力の維持向上からしても、やる

気のあるハンディキャップ所持者が、指導者として活躍できる場を持つべきなのであります。十分なダイビ

ングの経験と知識が有れば、ダイビングの理論を指導する事ができます。又、救助能力を養えば、限定水域

（例：プール）での実技指導も行えます。残存能力の維持向上の精神は、指導者の道も提供しており、社会

参加の一つともなりうるので積極的に育成していきます。 

 

■安全なサポート体制 

　障害の種類は、多種多様に存在します。それも程度が異なったり併発等の場合もあります。 又、行って

は危険な障害もあります。 

　そのようなケースに於いては、適切な判断、指導方法を仰ぐことにより、二次的障害を防ぐ必要がありま

す。そのために、アドバイサーとして、全国に顧問ドクター、身障者スポーツ指導員を配置し、万全を期し

て活動しております。又、会話が不自由な方には、専門のインストラクターを配置しております。 

 

■指導方法・スキル・マニュアル・器材・その他等の研究開発への貢献 

 

■ノーマライゼーション及び、リハビリテーションに寄与するための社会への貢献と認知 

 

■スポーツとしてのダイビングの積極的普及 

 

■当協会の安全システムルールの世界への広宣と交流への貢献 
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